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１. 2013 年度全学 FD概要
2013 年度の全学 FD 活動では, 2007 度から実施をし
ているきょうゆうサロンとバスツアー, 2011 年度から
開始したランチタイム FDに加え, ICT スキルアップ講
座として今年度新たに導入された google システムの活
用講座を実施した. さらに, 例年の通り, 新任教員を対
象とした FDも実施した. 各 FDの日程とテーマ, 参加








きょうゆうサロンは 9月に 1回, ランチタイム FDは
年 3 回 (6 月, 10 月, 12 月) 実施し, 2011 年度からは







生態系ネットワーク形成とその課題｣ について, 3 名の




一方, ランチタイムFDは, 昼食の時間 12：40～13：
20 を利用し, 話題提供者には 15～20 分程度話をしてい
ただき, その後を質疑応答の時間とした. 6 月は ｢本学
学生の文章力と授業実践｣ について, 10 月は ｢大学の
新情報環境の活用による情報共有・共同学習の促進｣ に
ついて, 12 月は ｢オンデマンド科目 『地震と減災社会』
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と震災への心構え｣ と, いずれも全学的な教養教育の実





間で行うランチタイム FDは, 以降の FD事業として継
続したり, 更に焦点化したテーマ設定にしたりする検討
が必要であろう. また, 第 3回目のランチタイムFDは,
他の回に比べて参加者が 13 名と少なかった. 理由とし








きょうゆうサロンバスツアーは, 例年 10 名～20 名の









2011 年度はMicrosoft Office やオンデマンド教材の活
用法についても講座を行ったが, 参加者が多くなかった
ため, 10 名以上の参加者が得られた SPSS 講座のみ





およびクラウドサービス) に伴い, Google Apps の活
用をテーマに講座が設定された. 具体的には, Google
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表 1－1 2013 年度全学 FD 実施日程
① 全学FD








2013 年 6 月 26 日 本学学生の文章力と授業実践
32 名
(1 名)
2013 年 10 月 9 日 大学の新情報環境の活用による情報共有・共同学習の促進
23 名
(6 名)






2014 年 3 月 05 日予定 教育に活かす地域・観光資源の再発掘 －美浜・南知多バスツアー 20 名程度を予定
｢ICTスキルアップ講座｣
2013 年 11 月 27 日 Google Apps 活用講座 4名
2013 年 12 月 4 日 Google Apps 活用講座 10 名
② 新任教員 FD
開催時期 開 催 テ ー マ
2013 年 4 月 1 日－3日 新任教員オリエンテーション (キャンパス紹介, 教務オリエンテーション等)
2013 年 5 月 30 日 障害学生や精神的に不安定な学生への対応の基本
2013 年 12 月 5 日 大学組織や大学運営のしくみ／名古屋キャンパス施設見学
Apps の紹介がなされた後, Google ドライブの ｢フォー














象とした, FD学習プログラムであり, 2009 年度より実
施している. この学習プログラムは例年概ね変わらず,
赴任時のオリエンテーション, 2 回の学習会と計 3回の
構成となっている (表 1－1参照). 今年度も例年に倣い,
4 月に新任教員オリエンテーション, 5 月の第 1 回学習
会には ｢障害学生や精神的に不安定な学生への対応の基
本｣, 12 月の第 2 回学習会には ｢大学組織や大学運営の
しくみ｣ をテーマに掲げて実施した. 対象者は今年度の
新任教員 24 名であった. 第 1 回目の学習会は, 過去の
参加者アンケートより早い時期の開催を望む声が多かっ
たため, 例年の 6月開催から 5月下旬の開催とした. ま










て次年度に活かす試みを 2010 年度より行っており, FD
活動全体を共通の基準で評価し, 全体の傾向を把握する
ことが可能である. 以下では, 特に全項目を共通の項目
でたずねている ｢きょうゆうサロン｣ (1 回実施) およ
び ｢ランチタイム FD｣ (3 回実施) のアンケートのまと
めを報告し, 今後の FD活動の参考資料としたい. 分析





専任教員が 46 名 (71.9％), 非常勤教員が 1 名 (1.6
％), 専任職員が 11 名 (17.2％), その他が 6名 (9.4％)
であった. 全回答者は計 64 名であり, アンケートの回
収率は参加者の 69.6％であった.
② 所属学部
職員を除いた 50名の結果は, 社会福祉学部 21名 (42.
0％), 経済学部 6名 (12.0％), 健康科学部 0名 (0.0％)
子ども発達学部 9 名 (18.0％), 国際福祉開発学部 4 名
(8.0％), 福祉経営学部 4名 (8.0％), 全学教育センター
6名 (12.0％) であった.
２) 参加者の評価得点
上記の回答者 64 名分のアンケート結果について, 平
均値と標準偏差を算出した. その結果, ｢そう思う (4
点)｣ ～ ｢そう思わない (1 点)｣ の 4 件法でたずねた全
ての項目が, 3 点以上の平均値を示した (表 2－1). つ









べての項目と有意な正の相関を示し (表 2－2), 全項目
において, 肯定的な評価をした人ほど満足度も高いこと
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表 2－1 FD活動に対する評価得点 (平均値と標準偏差)





平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
1 今回の FDは全体的に満足のいくものだった 4.00 0.00 3.55 0.54
2 FDの目的は分かりやすく説明された 4.00 0.00 3.51 0.74
3 内容はちょうど良いレベルに設定されていた 3.85 0.38 3.45 0.93
4 分かりやすい順序で進められた 4.00 0.00 3.61 0.60
5 配布資料は分かりやすかった 3.69 0.48 3.47 0.67
6 話題提供者の説明は分かりやすかった 4.00 0.00 3.68 0.55
7 FDを通して有益な情報を得ることができた 4.00 0.00 3.33 0.84
8 今回の内容は今後の自身の取組 (指導・支援) に役立ちそうだ 3.92 0.28 3.33 0.86
表 2－2 各項目の相関係数












































** p＜.01 * p＜.05
